
1.　美術科の取り組みの概要

1.1　はじめに

「作品 （作者 ： 私 ・ 他者＝思い） との対話」

「作品との対話」。 「対話」 という表現は， “向
かい合って話し合うこと。 また， その話。”とある

ように， 互いに顔を見合わせ， 声で会話する活

動のようにとらえることが多いであろう。 ここで私

があげる 「対話」 とは， アメリア ・ アレナス氏が

提唱した “思考能力， 対話能力の向上を目的

に実践される対話による美術作品の鑑賞法”（＝ 
対話型鑑賞） を示している。 たとえば， 鑑賞活

動であれば， 級友， 先輩， 後輩の作品に対し

て， 直接的であったり， 間接的であったり， 方

法は様々であるが， 自分が感じ取った作品への

思いを送る活動は， 作品を介した 「他者との対

話」 といえよう。 教科書や直接出会えない作家

たちの作品について考える活動も 「作品 （＝他

者の思い） との対話」 と考えることができる。 ま

た， 制作 （表現活動） も 「対話」 と捉えて授業

展開を行っている。 例えば， これから描こうとす

る白い紙や形を作ろうとする素材がなるべく姿，

色はなんだろうと自分自身に投げかける表現活

動は， 作品を介して自分自身の思いを探る 「私

との対話」 と考えることができる。

「多様な視点で物事を見つめ， その世界観を

深める力」
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測不可能な世界となると考えられる。 近年， アメ

リカ ・デューク大学の調査によれば， 『2011 年度

に小学校に入学した子どもたちの 65％は， 大学

卒業時に今は存在していない職業に就く』 とい

う結果が出ている。 日本においても同様のことが

予想されており， そういった状況の中において，

異文化コミュニケーションや世代間コミュニケー

ションといった多様なコミュニケーション能力は社

会人として強く求められる時代となるだろう。 その

ような世界を担う生徒たちに対し，コミュニケーショ

ン能力として 「想像力により， 人間関係を構築し

ていく力」 「人と人をつなぐための能力」 が， 今

後必要であると強く考えるようになった。 そこで，

先に述べた能力を育てるための美術教育の在り

方や方法を， 表現と鑑賞の活動を通して広く探

求することを目的として本テーマを設定した。

1.2　研究の視点

「物事を決まった一方向からではなく， 多角的

な視点で見つめること」

具体的に 「想像力により， 人間関係を構築し

ていく力」 「人と人をつなぐための能力」 を育成

するためには何が必要なのか。 人は， それぞれ

の立場や価値観によって物の見方が異なる。 物

の見方が人によって異なっていることを理解し，

「他の人の価値観を理解すること」 とともに，「自

分の価値観を他の人に理解してもらうこと」 が人

間関係を構築していくための第一段階である。

そのためには 「物事を決まった一方向からでは

なく， 多角的な視点で見つめること」 を重点に

おいた活動（＝『オルタナティブ（もう 1 つ別の）

活動』 と定義する） が重要と考えた。 たとえば，

表現においては， 発想や構想したことを材料や

用具を使って実際に表現する中で， 他者の表現

や， 意見を取り入れることにより， よりよいものに

高められることがある。 創造的な技能において

も， 発想や構想をしたことが具体的な形として現

れ， 表現を追求していく中で， 技能が高まったり

新たな技能を発揮していく。 鑑賞においては，

他者の考えなども聞きながら， 自分になかった

視点や考え方を発見し， それらを取り入れなが

ら， 自分の目と心でしっかりと作品をとらえて見

ることにより， 自分の中に新しい価値がつくりださ

れていくことになる。 ただ， 作品とは， それぞれ

制作された時代背景やその時の作者が置かれて

いる状況， 性格などが複雑に絡まって生み出さ

れたものである。 「多様な視点で物事を見つめ，

その世界観を深める力」 が身に着いていく授業

展開を考える中で， ある程度の知識をやりくりし

ながら， 作品の世界観を深める展開も 1 つであ

り， そういった要因を控えて作品自体から伝わる

魅力を味わう展開も 1 つである。 そういった作品

要因をどうおさえるかという点もその授業ごとに考

えながら実践を重ねてきた。 授業では， ペアや

小グループ， クラス全体など形態を変えながら，

表現と鑑賞の活動の中で生徒それぞれが別の

視点で考え， 共有し高め合う 「オルタナティブ

活動」を授業で実践しながら研究を重ねてきた。

「鑑賞と表現の流れを一体化した短時間教材

の開発」

美術科には， 表現と鑑賞の二領域があり， 学

習指導要領においては， 〔共通事項〕 を置くよう

に， 表現と鑑賞の一体化も定められている。 鑑

賞には， 自他の作品などについて考えや思いを

深く追求する活動があるが，それには，「個でじっ

くりと味わい， 考えること」 のみならず， 「他者と

考えや思いを共有し， 高めること」 が美術教育

には求められていると考える。 表現も同様のこと

が言え， 自己の満足で終わるものではなく， 作

品への思いを他者に伝え， 共有し， 自己の心

理を深く見つめ， その世界を表現しようと追求す

ることが必要であると考える。 つまり， 鑑賞と表

現はどちらも同じく， 自分と他者との関係の中で

高められるものであると言える。 これまで身に付

けた知識， 技能を駆使し， また， 自己発信， 他

者理解を繰り返す中で， 一方的な見方に捕らわ

れず， 新たな見方を生徒同士が共有しながら，

その原理や物事の本質を理解させていきたい。

3. 作品との対話 （授業）

2.1 題材名

「作品との対話～毛利彰の世界を通して～」

2.2 授業構成

2.2-1 教師と教材

本題材は， 学習指導要領の以下の点を主と

する学習である。
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Ｂ鑑賞 （1） －ア― （ア） 「造形的なよさや美し

さを感じ取り， 作者の心情や表現の意図と創造

的な工夫などについて考えるなどして， 美意識

を高め， 見方や感じ方を深めること」

題材との出会いは， 幼少のころ， 教師が愛読

していた毛利彰氏が描いた本の表紙との出会い

に始まる。 当時教師は， その繊細な表現， 特に

「目」 の表情に惹かれ， 毛利氏が描いた表紙

の本を買い集めていた。 年月が経つ中で， 毛

利氏が鳥取出身であることを知り，また，ご子息，

関係の方々にお会いする中で， 本授業の実現と

なった。 これまで， 鑑賞の授業の多くは， 教科

書や図録， 美術資料集などに掲載されている作

品及びスライドで映し出した作品など， 映像や印

刷物を通して行ってきた。 本来ならば美術館等

に行き，展示されている実物の作品から，筆跡，

色などをじっくりと鑑賞するほうがよいことは明ら

かである。 今回の出会いにより， 毛利彰氏の作

品をお借りし，教室で本物に触れる機会を得た。

教室で実際の作品をじっくりと鑑賞するということ

は生徒にとっても新鮮であり， 作品に出会う感動

を味わえると考える。

2.2-2　子どもと教師

2 年生は， 手を用いた自画像に取り組んでお

り， 手のデッサンを 1 年生の時より定期的に行っ

ている。 それらの学びの中で， 生徒は， 写実的

な表現に興味を抱く傾向があり， 繊細に物を描

こうとする気持ちと， 思うように表現できない現実

の間の葛藤で， 作品への思いに大きく差が生ま

れている。 繊細で写実的な作家の作品は， 生

徒にとってはあこがれのような存在であると考え

る。 また， それらの作品を描いた作者のそれぞ

れの時代， 作品に対する思いを各班の解説で

巡る本授業は， 描く喜びと， 描くことへの情熱を

発見する時間であればと考える。 作品そのもの

から発せられる印象と， リーフレットから感じ取っ

た制作時の作者の心情を個人， 班が発し， 級

友からの新たな視点を共有し， 高め合う活動を

実践しながら， 作品を深く見つめる楽しさに気づ

かせたい。

2.2-3　子どもと教材

2 年生は， これまで， 生徒同士の作品の鑑賞

のほかに， 作品の内側に立ち， 作者の思いを

読み取る活動 「みる ・ なる ・ しる」 を行ってき

た。 1 年生では 「モナ ・ リザ」 を 2 年生では 「最

後の晩餐」 といずれもﾚｵﾅﾙﾄﾞ ･ ﾀﾞ ･ ｳﾞｨﾝﾁ作で

あり， スライドや教科書を参考に行ってきた。 今

回は郷土作家の実物を使用した初めての鑑賞

活動となる。 本授業は， 各班で作品について考

え， それをクラス全体に話す中で， 意見を共有

し， 高める活動である。 それらの活動によって，

美術作品に関心を持ち， 理解を深め， 自分の

価値意識をもって自主的に味わうことをねらいと

する。 また， 各班での話し合いによって生まれ

た作品に対する印象や考えを語る活動の中で，

個々の価値意識を持ち， 互いの考えを共有しな

がら味わう鑑賞の楽しさを実感させたい。

2.3　本時について

2.3-1　本時の目標 

・ 作品の印象や直感を大事にしながら， 形や色

彩などの特徴や印象などから， 全体を感じ，

本質的なよさや美しさ， 作者の心情や意図と

創造的な表現の工夫などを感じとり， 自分の

価値意識をもって味わうことができる。

【鑑賞の能力】

2.3-2　期待される生徒の様相

A ： 表現の工夫や意図などを想像するなどし

て， 自分の価値意識をもって作品を味わう

ことができており， 友達の意見を聞き発表す

るなどの活動を通じてさらに作品の見方を

深めることができている。

B ： 表現の美しさ， 色， 形の工夫と， 作者の意

図を想像するなどして， 自分の価値意識を

もって作品を味わい， 言葉や文字で表すこ

とができている。

C ： 表現の美しさ， 作者の生い立ちをリーフレッ

トから読み取り， それを踏まえて作品を鑑賞

しようとしている。
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2.3-3　学習の展開
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自作リーフレットと生徒の言葉 （一例）
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2.4　実践の様子について

本題材は， 第 2 学年の 4 学級 131 名の生徒

を対象とし，2018年 6月下旬から 7月上旬に行っ

た。 授業では実物作品は 7 点を使用した。

①［題名不明］1949? 油彩／②［少年とひまわり］

1953　油彩／③ ［ﾎﾟｽﾀｰ伊勢丹］ ２点 1969　鉛
筆 ･ ｱｸﾘﾙ／④ ［ﾊﾟｯｹｰｼﾞﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅｯﾂ］ 1990
　ｱｸﾘﾙ／⑤ ［信長戦記］ 1998　鉛筆 ･ ｱｸﾘﾙ／

➅ ［ﾏｲ ﾏﾄﾞﾝﾅ］ 1984　ｱｸﾘﾙ

当初は② ［少年とひまわり］ のみで行う予定

であった。 ②は作者が高校生時に制作したもの

で， 作者の弟を描いた作品であり， 当時の恩師

からの後押しにより授業料の代わりとして高校に

寄贈されたものである。 ②の作品について深め

るだけでも授業としては成り立つであろうが，［1］
毛利彰氏の作風がｱｸﾘﾙから油彩と多岐に渡るこ

と ［2］ ｲﾗｽﾄﾚｰﾀｰとしての仕事としての作品， ｵ

ﾘｼﾞﾅﾙ作品があることなどを考慮して， ご子息毛

利葉氏のご自宅を訪問し， 各作品のｴﾋﾟｿｰﾄﾞ等

をお聞きした上で， 油彩 2 点①②ポスター 2 点

③商品ﾊﾟｯｹｰｼﾞ ・ 雑誌表紙原画 2 点④⑤ｱｸﾘﾙ

ｵﾘｼﾞﾅﾙ作品⑥をお借りした。 図 4.2-2 は授業後

の振り返りとその内容を分析したものである。

学習形態については，実物作品を用いたこと，

共同学習 （オルタナティブ活動） の面白さを感

じる生徒が多く見られた。 例えば①の作品は油

彩であるが， 布キャンパスに描いたのではない。

担当した班は，

実物作品の表面

から作者が幼少

時に用いていた

であろうｽｹｯﾁﾌﾞ

ｯｸの表紙に描い

たことに気づき， クラス全体にプレゼンをした。

聞いていた生徒は驚き， 作品に近づきあらゆる

角度から覗き込む様子があった。 また， なぜそ

の素材を使ったのかという点について， 時代背

景や当時の作者 （家族） が置かれていた立場を

踏まえて作者の心情を考察する姿も見られた。

③においては描

かれたもの （地

球 ・月） や年代

から， その時代

の流行を考察し

たり， ⑥におい

ては， 描かれているもの （石， 蝶， 女性） から

考察した作者の思いの発表を聞いた上で， 聞き

手側からも意見を交わしながら， 作品に込められ

た思いを深める姿が多く見られた。 また， 作者が

鳥取市出身であることに親近感を抱き， 作品へ

の思いを読み取ろうとする意欲へつなげたり， 自

身の気持ちと重ねあわせる様子も伺えた。

2.5 本題材の分析

第 2 学年の 4 学級のうち， 2 学級においては

先に述べた学習展開を行った。 もう 2 学級にお

いては， 比較対象として教師主導による鑑賞授

業を行った。 また， 自作ﾘｰﾌﾚｯﾄは左ﾍﾟｰｼﾞのみ

を配布し， 史実のみとした。 これらを踏まえて，

7 月下旬に筆記テストを行い， どのように表出し

ているかを確認した。 筆記テスト （図 2.5-1） は

全部で 6 問設定し， 図 2.5-2 はその正答率であ

る。 図 2.5-2 において， オルタナティブ活動によ

る学習展開を行った学級を対象学級 1， 2 とし，

教師主体で行った学級を 3， 4 とする。

図 2.4-1 自作ﾘｰﾌﾚｯﾄ部分より

図 2.4-2 授業の振り返り （対象生徒 2 学級 66 名）
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図 2.5-2 において問④⑥は教師からの教授法

ではなく， 作品から生徒自身が見出し， 全体へ

発信する共同学習の中で獲得した知識を確認で

きる問題である。 問④は対象学級との比較にお

いて， 大きく表出されたと考えることができる。 し

かし問⑥については仮説とは異なる結果となっ

た。 問④と⑥の違いは， 問④の図アが表面的な

ものを問うたのに対し， 問⑥の図エは描かれた

のもが何を示すのかという， 内面的な問いであっ

たことが大きな違いである。 本来授業で深めるべ

き作品は， 商業的な図アと図エを比較すると，

作者の心情が大きく表れた図エの方である。 実

際， 授業時にも図エ

に関して， 表現意図

に対して様々な意見を

交わす様子が見られ

ていた。 しかし， 試験結果から読み取るに， 図

アの時代を踏まえた作品のストーリー性の方が印

象深かったのかもしれない。 また， 問②の結果

が示すに， 教師一人からの順を追った説明と問

いかけの授業法のほうが， その時々の作者の心

情と制作年代の繋がり易かったのかもしれない。

生徒による共同学習においては， どうしても発信

する生徒の発し方や

知識量によって差が

生じてくる。 こういった

点を踏まえて， 今後

は生徒同士で深める

過程において教師の支援の工夫， 改善が必要

であると考えている。 また， 研究協議会では授

業形態の生徒の学びの自由度がもっとあっても

良いのではという意見もあった。 また， 今回の授

業においては， 多くの実物作品を取り扱った。

しかし，すべてを深く鑑賞するには，1 時間はもっ

たいないという見方も当然ある。 今回はすべての

作品についてオルタナティブ活動で鑑賞し， トー

タルとして作者の心情や意図と創造的な表現の

工夫などを感じとり， 自分の価値意識をもって味

わう授業を目指した。 よって， すべての作品にこ

ちらから担当を決め， その作品について考える

授業形態をとったが， 各自で鑑賞する作品を選

び， 惹かれた作品について語る方が思いも高ま

るのではないかという意見もあった。 今回の分析

結果， 及び協議会での意見等を踏まえて今後

の授業改善を図っていきたいと考える。

3.　他学年の実践例

3.1　題材と対象学年， 実施期間

題 材 名：「作品との対話～ みる ・ なる ・ しる ～」

対象学年 ： 全学年

実施期間 ： 4 月～ 6 月に 1 ～ 3 時間

3.2　内容と今後の展望

年度当初にあたる時期に全学年で行ってい

る。［作品との対話 -多様な視点で物事を見つめ，

その世界観を深める力 -］ ＝ ［生徒の学びの充

図 2.5-1

図 2.5-2
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作品との対話―多様な視点で物事を見つめ、 その世界観を深める力―



実］ ＋ ［限られた時間数］ ＝鑑賞と表現の流れ

を一体化した短時間教材の開発を踏まえて， 各

学年の成長過程， 学習目標に応じて鑑賞対象を

設定している。 授業内容は共通して， まず既成

の名画を鑑賞 （「みる」） し， そのうえで作品の登

場人物の心情を考え，

表情， 動きを演じ （「な

る」）写真作品を制作，

その制作活動を通し

て， 個人， 集団 （班 ・

学級） で深く学ぶ （「しる」） という流れである。

1 年生では美術作品との出会いを目標にﾚｵﾅﾙﾄﾞ

･ ﾀﾞ ･ ｳﾞｨﾝﾁ作 「モナ ・ リザ」 を扱っている。 2 年

生では， 顔と手の表情と

その表現のよさを学ぶこ

とを目標に同じくﾚｵﾅﾙﾄﾞ

･ ﾀﾞ ･ ｳﾞｨﾝﾁ作 「最後の

晩餐」 を扱っている。

3 年生では， 自画像を制作するにあたり， 作

者の心情， 思いを深く感じ取ろうとするとともに，

発想力を豊かに考え， 表現しようとする心情を育

てることを目標に， ｺﾞｯﾎ， ﾚﾝﾌﾞﾗﾝﾄ， ﾋﾟｶｿなど複

数の自画像を扱っている。 鑑賞の一環としてより

深く作品を味わう活動として 「なる」 活動は， 演

じる側， 撮影する側の相互関係が必要であり，

年度当初の仲間作りにもつながると考える。 ま

た， 写真 （2 年生はコラージュの要素も必要）

は短時間で制作できる作品となる。 掲示等も早

い段階で可能であり， 生徒の学びの意欲にもつ

ながると考えている。 3 年間を通じて行っている

ことと， 先輩の表現を見る中で， 学年が上がる

たびにその表現に生徒は工夫を凝らしている。

2 年生では衣装や小道具を自主的に準備する姿

も多くみられた。 た

だ， 「なる」 活動

のおもしろさ， 楽

しさが先行しすぎ

て， 学びが広がら

ないのではといっ

た懸念もある。 本題材については， さらなる 「み

る」 「しる」 といった制作背景， 作者の心情をよ

り深く考察し， 共有する活動を充実させるなど，

授業展開のよりよい改善も必要と考えている。

4.　今後の取り組み

これまで， 学びを充実させる鑑賞と表現の流

れを一体化した短時間教材の開発に年間取り組

んできた。 実物作品を扱った今年度の題材は鑑

賞のみであるが， 作品への情熱， 郷土への思

いを感じ取れた鑑賞活動から作品 （表現活動）

へつなげる新たな教材も可能であると考える。 作

品が優先されがちな美術教育の現状において鑑

賞の過程からの表現， 鑑賞を踏まえての表現と

いったように鑑賞を含めた学びの跡に作品が残

る実践を今後も取り組んでいきたいと考える。

最後に， 今回実践するにあたり， 毛利彰氏の

ご家族，ご子息である毛利葉氏，イラストレーター

毛利彰の会の皆様には， 作品の使用のほか，

取材にもご協力いただいている。 深くお礼と感

謝を申し上げたい。
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